























講師 ①アレルギー専門医 30　②小児科医 12　　　　　③養護教諭 4　
内容 ①病気の基礎知識 28  ②エピペンの使い方 28　③救命処置 21
時期 ①長期休暇　22　　      ②平日の日中　14　      ③土日　2　



































1.回答は 37 名中 34 名（92％）で、所属は小学校 18
名、中学校 9名、高校 2名、その他 5名であった。 
2.勤務する学校に食物アレルギーの子どもがいる者




い 13 名（38％）、該当者がいない 4 名（12％）であ
った。使用している者は、利点として、①医師の指示
が明確 9 件、②全職員の共通理解が得られる 4件、③
緊急時の連絡先が明確 3件を挙げている。課題は、①
保護者の費用負担 5件、②専門医の診断が受けられな
い 3件、③不適切な診断による対応困難 2件であった。 
4.保護者との面談は養護教諭と栄養職員が 34 名、担








































 養護教諭 34 名からの調査において、学校は指導表
の活用やアナフィラキシーへの対応を含む体制整備
が不十分であり、全職員並びに学校医や医師等の共通
理解が重要であり、研修の要望が多かった。 
